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守
門
岳
を
望
む
魚
沼
市
須
原

に
立
つ
絵
本
の
家
「
ゆ
き
ぼ
う

し
」
は
、
１
９
９
５
年
８
月
に

誕
生
し
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
自

然
と
子
ど
も
と
絵
本
」。
裏
に

は「
フ
ー
の
き
の
森
」が
あ
り
、

訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
絵
本

と
自
然
の
世
界
を
行
き
来
す
る

中
で
、
心
身
共
に
豊
か
に
成
長

し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
代
表
の
大
平

光
代
さ
ん
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
、
そ
の
思
い
を
引
き
継

ぎ
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
き
ぼ
う
し
」
は
、
誰
も

が
無
料
で
自
由
に
出
入
り
で

き
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
私

設
の
絵
本
図
書
館
で
す
。
新
潟

市
か
ら
移
住
し
た
大
塚
中
さ
ん

と
千
恵
さ
ん
夫
妻
が
、
二
人
の

山
荘
の
隣
に
建
設
、
大
塚
さ
ん

所
蔵
の
絵
本
を
中
心
に
、
多
く

の
人
か
ら
の
絵
本
な
ど
の
寄
贈

や
資
金
協
力
で
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

　
現
在
、
蔵
書
は
国
内
外
の
作

家
の
絵
本
や
童
話
か
ら
大
人
向

け
書
籍
ま
で
約
９
０
０
０
冊
。

２
階
と
３
階
の
本
棚
に
、
題
名

に
よ
り
分
類
さ
れ
て
並
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
床
に
横
に
な
る
な

ど
、
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で

ゆ
っ
た
り
と
絵
本
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
代
表
で
絵
本
専
門
士
の
大
平

さ
ん
は
、
本
の
購
入
に
つ
い
て

「
子
ど
も
に
と
っ
て
良
書
と
言

わ
れ
る
も
の
を
少
し
ず
つ
置
い

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

５
年
前
に
館
長
の
千
恵
さ
ん
か

ら
、
開
館
の
思
い
も
含
め
て
バ

ト
ン
を
受
け
継
い
で
い
る
の

で
す
。「
良
い
本
が
あ
る
ね
ー

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
自
慢
で
あ

り
、
う
れ
し
い
」。
年
４
回
発

行
の
「
ゆ
き
ぼ
う
し
通
信
」
７

月
号
で
は
、
新
し
く
入
っ
た
本

と
し
て「
ど
こ
ど
こ　
こ
け
し
」

（
山
田
マ
チ
作
、
花
山
か
ず
み

絵
）
や
「
た
ぬ
き
の
花
よ
め
道

中
」（
最
上
一
平
作
、
町
田
尚

子
絵
）
な
ど
が
解
説
付
き
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
が
体
感
で
き
る
「
フ
ー

の
き
の
森
」
に
は
、
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
の
大
き
な
朴ほ
お
の
木
が
多

く
あ
り
、
大
き
な
葉
が
暑
い
日

差
し
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
、
木
道
が
整
備
さ
れ
、

歌
壇
に
花
が
植
え
ら
れ
、
ハ
ン

モ
ッ
ク
や
ブ
ラ
ン
コ
も
備
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
憩
い

の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
も
何
も
考
え
ず
に
一
日

座
っ
て
い
た
い
、
そ
う
思
わ
せ

る
空
間
が
あ
り
ま
す
。

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
開
か
れ

て
い
ま
す
。
恒
例
の
「
夏
休
み

森
の
絵
本
村
」（
８
月
３
、４
日
）

子
ど
も
の
豊
か
な
成
長
見
守
り
四
半
世
紀

◆ 

メ
　
モ 

◆

　

絵
本
の
家
「
ゆ
き
ぼ
う
し
」

は
、「
花
に
は
太
陽
を
子
ど
も
ら

に
は
平
和
を
」
と
願
い
、
広
島

平
和
記
念
日
と
同
じ
１
９
９
５

年
８
月
６
日
に
開
館
し
た
。

　
賛
助
会
員
は
１
口
２
０
０
０

円
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

し
込
め
る
。

◆
住
所　
魚
沼
市
須
原
５
１
９
２

―
１◆電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５
―

７
９
７
―
２
３
３
０
（
平
日
留
守

電
）、
問
い
合
わ
せ
は
、
０
９
０

―
２
３
０
７
―
６
８
５
４
へ

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
はhttps://

w
w
w
.yukiboushi.com

/

自然豊かな旧守門村に立つ「ゆきぼうし」

所蔵の絵本の数々

絵本などが詰まった２階の本棚。３階から望む

 

絵
本
の
家
「
ゆ
き
ぼ
う
し
」（
大
平
光
代
・
代
表
＝
魚
沼
市
）
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は
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。
９
月
以
降
も
、「
木
の
実

探
検
」（
９
月
28
日
）
の
ほ
か
、

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
の
「
森
で
遊
ぼ

う
！
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」（
９

月
８
日
）
や
「
大
人
の
お
話
会

　

お
抹
茶
付
き
」（
10
月
５
日

夜
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
開
館
は
、
土
曜
日
と
日
曜
日

（
保
育
園
の
遠
足
な
ど
団
体
利

用
は
別
途
）
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
で
す
。
本
の
貸

し
出
し
も
Ｏ
Ｋ
、
冬
季
の
休
館

中
は
一
家
で
20
冊
も
借
り
る
こ

と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
昨
年
の
入
館
者
は
９
６
０
人

ほ
ど
で
、
前
年
を
約
２
０
０
人

上
回
り
ま
し
た
。
そ
の
多
く
が

土
、
日
曜
に
訪
れ
る
、
２
、３

人
、
あ
る
い
は
４
、５
人
の
家

族
連
れ
な
ど
個
人
客
で
あ
る
点

が
う
れ
し
い
と
言
い
ま
す
。
か

つ
て
の
利
用
者
が
子
ど
も
を
連

れ
、
あ
る
い
は
懐
か
し
さ
か
ら

学
生
た
ち
が
訪
れ
る
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
、
市
内
の
保
育
園

な
ど
へ
の
出
前
お
話
会
、
子
育

て
施
設
へ
の
絵
本
貸
し
出
し
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
Ｐ
Ｒ

効
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

大
平
さ
ん
は
「
こ
の
状
態
を

維
持
し
、
ス
タ
ッ
フ
も
増
や
さ

な
く
て
は
」。
併
せ
て
「
賛
助
会

員
と
寄
付
金
を
増
や
し
た
い
」

と
強
調
し
ま
す
。
賛
助
会
費
が

本
の
購
入
か
ら
維
持
・
運
営
を

支
え
て
い
る
か
ら
で
す
。「
ゆ
き

ぼ
う
し
」
で
は
、
多
く
の
賛
助

会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力：新
潟
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
）

◇　
　
　
◇

　

地
域
の
社
会
資
源
を
耕
し
、

共
生
社
会
に
向
か
っ
て
、
地
域

を
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
福
祉

関
連
団
体
な
ど
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。�

＝
随
時
掲
載
＝

元
気
な
子
ど
も
ら
の
声
響
く

　
恒
例
の
「
夏
休
み
森
の
絵
本

村
」
は
３
日
の
前
夜
祭
と
４
日

の
絵
本
村
合
わ
せ
て
１
３
０
人

を
超
え
る
家
族
連
れ
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
鳥
の
高
さ
で
森
を
見
下
ろ
せ

る
大
人
気
の
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
は
じ
め
、
ケ
ー
ナ
の
音

色
が
心
に
染
み
る
哀
愁
と
情
熱

の
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
ラ
イ
ブ
、

わ
ら
べ
う
た
の
会
な
ど
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
、
模
擬

店
も
並
び
、
子
ど
も
た
ち
は
元

気
に「
ゆ
き
ぼ
う
し
」と「
フ
ー

の
き
の
森
」
が
一
体
と
な
っ
た

空
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

フーのきの森でのフォルクローレライブ

森の木に楽しい名札付け

毎年人気のツリークライミング体験

福祉の店パレット新潟店 ☎025－281－5513　県社協 地域福祉課 ☎025－281－5521問い合わせ

福祉の店パレット
社会福祉法人　阿賀北総合福祉協会

障害福祉サービス事業所　ゆうきの里 阿賀野市

【施設紹介】
　「あなたが笑顔でいられる事が大切なこと」を職員、利用者が心情として、自主製品の製造販売や、
受託作業を丁寧に行っています。
【商品説明】「ねこティッシュケース」
　利用者の感性で楽しく色や柄を組み合わせ、混ぜ合わせ「ねこ型ティッシュケース」を完成。とっ
てもPOPなティッシュケースになりました。実は、ティッシュ裏面もとてもすてきになっています。
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貸付資金の種類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○対象世帯／低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯、
生活保護世帯 

※日常生活上又は自立生活に資するため一時的に必要な費用を貸付 

生業を営むために必要な経費 460 万円以内 

技能習得及び生計維持経費 
習得期間により 
580 万円以内 

住宅の増改築、補修等経費 250 万円以内 

福祉用具等の購入に必要な経費 170 万円以内 

障害者用自動車の購入経費 250 万円以内 

負傷･疾病の療養に必要な経費 
療養等の期間により 

230 万円以内 介護･障害者サービスを受けるための経
費 

災害により臨時に必要となる経費 150 万円以内 

冠婚葬祭に必要な経費 

50 万円以内 

住居の移転等、給排水設備等の設置に必
要な経費 

就職、技能習得等の支度に必要な経費 

その他日常生活上一時的に必要な経費 

 

○対象世帯／低所得世帯 
※世帯の収入や失業により日常生活全般に困難を抱えている世帯 

生活支援費 
生活再建ま
でに必要な
費用 

(単身) 月 15 万円以内 
(2 人以上)月 20 万円以内 

住居入居費 
住宅の賃貸
契約の費用 40 万円以内 

一時生活再 
建費 

生活再建に
必要な費用 60 万円以内 

※離職期間が 2年以上ある方は対象外 

○対象世帯／低所得世帯､生活保護世帯 

教育支援費 

高校､高等専
門 学 校 ､ 短
大､大学への
就学費用 

①高校  月 3.5 万円以内 
②高等専門学校､短大 

月 6.0 万円以内 
③大学  月 6.5 万円以内 

就学支度費 
入学時に必
要な費用 50 万円以内 

※通常の貸付月額上限では学費が不足するなど一定要件に
該当する場合には､教育支援費の貸付上限額を従来の 1.5
倍まで可能｡ 

○対象世帯／低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯 

緊急かつ一時的に世帯の生計維持が困
難となった場合 (要件あり) 10 万円以内 

 

【貸付利子】 
○連帯保証人を立てた場合 ｢無利子｣ 
○連帯保証人を立てない場合｢年 1.5％｣ 

○対象世帯／高齢者世帯 

不動産担保型 
生活資金 

低所得の高齢者世帯
に対し､一定の居住
用不動産を担保とし
て生活資金を貸し付
ける資金 

土地の評価額の
70％程度 

月 30 万円以内 

要保護世帯向け 
不動産担保型 
生活資金 

要保護の高齢者世帯
に対し､一定の居住
用不動産を担保とし
て生活資金を貸し付
ける資金 

土地及び建物の
評価額の 70％
程度(集合住宅
の場合は 50％) 

生活扶助額の 
1.5 倍以内 

※不動産担保型生活資金のみ貸付利子は､年 3％又は長期プ
ライムレートのいずれか低い利率を適用｡ 

生
活
福
祉
資
金 

貸
付
制
度
の
ご
案
内 

昭
和
30
年
に
民
生
委
員
の
世
帯
更
生
運
動
か
ら
創
設
さ
れ
た

貸
付
制
度
で
、
他
の
貸
付
制
度
等
が
利
用
で
き
な
い
所
得
の
低
い

世
帯
、
障
害
を
持
つ
人
や
介
護
を
要
す
る
高
齢
者
が
同
居
し
て
い

る
世
帯
に
対
し
て
、
地
区
の
民
生
委
員
等
に
よ
る
相
談
支
援
に
併

せ
て
、
資
金
の
貸
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
世
帯
の
経
済
的
自
立

と
生
活
意
欲
の
助
長
促
進
、
並
び
に
在
宅
福
祉
及
び
社
会
参
加
の

促
進
を
図
り
、
安
定
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
国
の
制
度
で
す
。 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施
行(
平
成
27
年
4
月)

に
伴

い
、
総
合
支
援
資
金
や
緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
を
利
用
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
と
連
携
し
た
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

  

 

世
帯
の
収
入
が
概
ね
市
町
村
民
税
非
課
税
程
度
又
は
生
活
保

護
法
に
基
づ
く
生
活
保
護
基
準
の
1.7
倍
以
下
の
世
帯 

 

身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
の
属
す
る

世
帯 

 

日
常
生
活
上
療
養
又
は
介
護
を
要
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
属
す
る
世
帯
で
、
世
帯
の
所
得
が
生
活
保
護
基
準
額
の
2.5

倍
以
下
の
世
帯 

 

①
暴
力
団
員
が
属
す
る
世
帯 

②
現
在
居
住
地
に
住
民
登
録
の
な
い
方 

③
債
務
の
返
済
に
充
て
る
た
め
に
資
金
を
借
り
よ
う
と
す
る

方 

④
民
生
委
員
及
び
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
指
導
援
助
を

拒
否
す
る
方 

⑤
自
立
及
び
償
還
の
見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
等 

③
高
齢
者
世
帯 

②
障
が
い
者
世
帯 

①
低
所
得
世
帯 

利
用
い
た
だ
け
る
世
帯 

利
用
で
き
な
い
世
帯 

資
金
の
種
類
に
よ
り 

貸
付
対
象
世
帯
が
異
な
り
ま
す
。 

緊急小口資金 

教育支援資金 

総合支援資金 

福祉資金 福祉費 

不動産担保型生活資金 

※緊急小口資金は無利子(連帯保証人不要) 
※教育支援資金及び福祉費(技能習得費･支度費)は､世帯の 

生計中心者が連帯借受人となった場合､無利子になります。 

【延滞利子】 

年 5.0％ 

詳細は、お住まいの市町村社会福祉協議会にお問い合わせください。 
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新
潟
県
は
、
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま

で
を「
自
殺
対
策
推
進
月
間
」と
定
め
、

「
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す　

た
っ

た
一
つ
の
命
で
す
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
自
殺
予
防
啓
発
活
動
を
集
中

的
に
展
開
し
ま
す
。
県
を
は
じ
め
と
す

る
行
政
と
民
間
団
体
な
ど
が
連
携
し
、

県
民
一
人
一
人
が
自
殺
対
策
の
主
役
で

あ
る
と
い
う
共
通
理
解
の
下
、「
誰
も

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社

会
の
実
現
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
新
聞
、

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
は
じ
め
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
広
告
、
特
設
サ
イ
ト
な
ど
多
様
な

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
自
殺
予
防
の
呼

び
か
け
や
相
談
窓
口
の
周
知
を
行
い
ま

す
。
市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
、
民

間
団
体
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
講
演
会
や
「
命
の
門
番
」
と
い
わ

れ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の
研
修
会

な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
県
の
平
成
30
年
の
自
殺
者
数
は

４
３
４
人
、自
殺
死
亡
率
は
19・５
（
全

国
平
均
は
16
・
１
）
で
全
国
水
準
よ
り

も
常
に
高
い
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
自
殺
予
防
週
間
」（
９
月

10
～
16
日
）
を
９
月
の
１
カ
月
間
に
拡

大
し
、「
新
潟
県
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新潟県こころの
相談ダイヤル

（365日 24時間対応）

0570-783-025

2019年７月11日～2019年８月10日福祉NEWS
■人口減43万人 過去最大
　１億2477万人､10年連続減
　総務省が７月10日に発表し
た住民基本台帳に基づく人口動
態調査によると、今年１月１日
時点の国内の日本人は１億
2477万6364人で前年から過
去最大の43万3239人減少し
た。マイナスは10年連続。昨
年１年間の出生数が最少だった
のが大きく影響した。新潟県の
日本人人口は224万2517人で、
前年から２万3213人（1.02％）
減少した。県によると、22年
連続の減少で全国ワースト３
位、人口は前年と同じ全国15
位だった。

■思いやりの心つなごう
　県、「ヘルプマーク」タグ配布
　県は７月、外見では分かりに

くい障害のある人や病気の人ら
が、周囲に援助や配慮が必要だ
と知らせる「ヘルプマーク」のス
トラップタグの配布を始めた。
地域振興局や市町村の窓口で無
料で配っている。マークは赤地
に白い十字とハートのデザイ
ン。2012年に東京都が作成し、
全国で普及の動きが広がってい
る。県がタグを作るのは初めて。
縦8.5センチ、横5.3センチのシ
リコン製で、カバンなどに付け
られる。配布対象は義足や人口
関節、内部障害、難病、発達障
害、妊娠初期などで援助や配慮
を必要とする県内在住の人。

■平均寿命 男女とも最高
　 厚 生 労 働 省 は ７ 月30日、
2018年の日本人の平均寿命が
女性87.32歳、男性81.25歳と

なり、ともに過去最高を更新し
たと発表した。前年と比べて女
性は0.05歳、男性は0.16歳延
びた。過去最高の更新は女性が
６年連続、男性は７年連続。長
寿社会の深まりにより、社会保
障など幅広い分野の改革が求め
られている。

■県内児童虐待　最多2793件
　県内６カ所の児童相談所が
2018年度に児童虐待の相談を
受けて対応した件数は2793件

（速報値）で、17年度より635
件増加し、５年連続で過去最多
を更新したことが８月１日、県
のまとめで分かった。児童虐待
に対する意識の高まりや、警察
と児相の連携強化で対応件数は
増加傾向が続いている。

９
月
は
新
潟
県
自
殺
対
策
推
進
月
間

守
ろ
う　
た
っ
た
一
つ
の
命



福祉にいがた 6

　

通
い
慣
れ
た
市
内
中
心
地

の
バ
ス
通
り
も
、
何
度
も
待

ち
合
わ
せ
し
た
大
き
な
ビ
ル

の
下
も
、
よ
く
買
い
物
を
し
た

全
国
チ
ェ
ー
ン
の
コ
ン
ビ
ニ

も
、
近
く
を
通
れ
ば
無
意
識
に

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
気
持
ち
に

な
る
。
似
て
い
る
髪
型
の
人
や

き
れ
い
な
ネ
イ
ル
を
見
れ
ば
、

ど
う
し
て
も
記
憶
を
辿た
ど
る
旅
行

に
出
て
し
ま
う
。

　
人
に
は
い
ろ
ん
な
記
憶
の
形

が
あ
る
。
楽
し
い
記
憶
や
恥
ず

か
し
す
ぎ
て
音
速
の
ご
と
く
忘

れ
た
い
記
憶
も
持
っ
て
い
る
。

そ
し
て
記
憶
と
い
う
の
は
自
分

一
人
で
い
る
こ
と
は
少
な
く
、

他
の
誰
か
と
一
緒
の
こ
と
が
多

い
。あ
の
記
憶
を
巡
る
と
、弱
っ

て
い
た
と
き
に
自
分
を
大
事
に

し
て
く
れ
た
人
の
存
在
に
気
づ

い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
必

要
な
時
に
そ
こ
に
い
て
く
れ
た

と
い
う
事
実
、
そ
れ
だ
け
で
充

分
あ
り
が
た
い
気
持
ち
に
な

る
。

　
し
か
し
、
ず
っ
と
記
憶
の
中

を
漂
っ
て
い
る
わ
け
に
も
い
か

な
い
。
心
に
空
い
て
し
ま
っ
た

穴
は
記
憶
や
過
去
で
は
な
く
、

今
を
積
み
重
ね
て
自
分
を
形
成

し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
あ

る
。
別
に
忘
却
す
る
必
要
は
な

く
、
思
い
出
に
す
れ
ば
い
い
。

良
い
記
憶
も
悪
い
記
憶
も
全
て

自
分
の
持
ち
物
。
そ
れ
を
乱
暴

に
扱
お
う
が
愛
で
る
よ
う
に
扱

お
う
が
、
そ
れ
は
自
分
の
記
憶

と
の
付
き
合
い
方
。
心
の
中
に

あ
る
宝
箱
に
し
ま
い
込
ん
で
、

上
手
に
箱
の
蓋
を
開
け
閉
め
し

て
、
記
憶
を
楽
し
め
ば
い
い
。

　
き
っ
と
こ
れ
か
ら
私
は
い
ろ

ん
な
分
岐
点
に
遭
遇
す
る
だ
ろ

う
。
良
い
記
憶
に
す
る
の
か
、

残
念
な
記
憶
に
す
る
の
か
大
な

り
小
な
り
選
択
は
迫
ら
れ
る
。

そ
ん
な
今
も「
洗
濯
物
を
今
の

内
に
洗
濯
し
て
し
ま
う
べ
き

か
」と
い
う
選
択
に
迫
ら
れ
て

い
る
。
今
日
の
こ
の
洗
濯
も
選

択
次
第
で
は
ど
ん
な
形
で
記
憶

に
残
る
だ
ろ
う
か
。

�

（
三
青
）

ず～む
2019
Vol.37

記
憶
と
の付き

合
い
方

　
ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
（
新
潟

市
中
央
区
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
２
階
）
で
は
、
入
り
口
カ

ウ
ン
タ
ー
に
「
認
知
症
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。
認
知

症
の
人
を
抱
え
る
家
族
の
葛
藤

や
専
門
家
が
教
え
る
介
助
法
、

地
域
で
ど
の
よ
う
に
支
え
る
の

か
―
な
ど
専
門
的
な
書
籍
も
含

め
て
そ
ろ
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
認

知
症
を
発
症
し
た
母
と
慌
て
る

息
子
の
奮
闘
記
で
あ
る
「
母
さ

ん
、
ご
め
ん
。�

50
代
独
身
男

の
介
護
奮
闘
記
」
や
認
知
症
を

患
う
父
親
が
亡
く
な
っ
た
鉄
道

事
故
、
そ
の
損
害
賠
償
を
求
め

ら
れ
た
家
族
の
裁
判
記
録
「
認

知
症
鉄
道
事
故
裁
判
～~
閉

じ
込
め
な
け
れ
ば
、
罪
で
す

か
？
～
」
を
は
じ
め
、
実
際
の

ケ
ー
ス
を
基
に
、「
薬
の
力
」

よ
り
も
「
関
係
の
力
」
を
も
っ

て
ケ
ア
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
を
詳
し
く
解
説
す

る
「
認
知
症
介
護
『
そ
の
関
わ

り
方
、
間
違
い
で
す
！
』
―
介

護
現
場
の
理
学
療
法
士
直
伝
」、

す
ぐ
実
践
で
き
る
精
神
科
専
門

医
に
よ
る
「『
こ
こ
ろ
』
の
名

医
が
教
え
る�

認
知
症
は
接
し

方
で
１
０
０
％
変
わ
る
」、
そ

し
て
「
認
知
症
の
脳
活
性
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
レ
シ
ピ
―
す
ぐ
で

き
る
介
護
予
防
・
短
期
集
中
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
よ
く

わ
か
る
高
齢
者
の
認
知
症
と
う

つ
病
：
正
し
い
理
解
と
適
切
な

ケ
ア
」
な
ど
で
す
。

　
９
月
21
日
は
「
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
で
す
。
ま
た

今
年
４
月
か
ら
は
、
新
潟
ユ
ニ

ゾ
ン
プ
ラ
ザ
内
に
「
新
潟
県
認

知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
が
設

置
さ
れ
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
認

知
症
を
取
り
巻
く
実
情
、
課
題

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
認
知
症
」
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い

ユニゾンの図書館カウンターに設けられた
「認知症コーナー」
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〈SJNK18-13566　2019.1.16 作成 〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！
● 送迎・移送サービス利用者を特定したＡプラン
● 送迎・移送サービスのための自動車を特定したＢプラン

● 行事参加者（主催者〔個人〕を含みます。）全員のケガを補償　● 行事主催者の損害賠償責任も補償

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！
● 在宅福祉サービス
（公的介護保険対象外
サービスを含みます。）

● 地域福祉サービス

● 障害福祉サービス
● 児童福祉サービス
● 障害者地域生活支援事業　
● 介護保険サービス　　　　 など

対象となるボランティア活動対象となるボランティア活動 保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）
◆グループの会則に則り企画、立案された活動であること
　（グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です。）
◆社会福祉協議会に届け出た活動であること
◆社会福祉協議会に委嘱された活動であること
※活動のための学習会または会議などを含みます。
※自宅などとボランティア活動を行う場所との通常の経路による
　往復途上を含みます。（自宅以外から出発する場合は、その場所
　と活動場所への往復途上となります。）

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合
● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院
　した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられ
　た。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒に
　なって入院した。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って
　花びんを落としてこわした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って
　他人にケガをさせた。（賠償責任の補償）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円

1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円

350円 510円

500円 710円

10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円
（限度額）

300万円
（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）   

入院中の手術

外来の手術
手術

保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険者自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）が、賠償責任の補償に
　　ついては、天災に起因する場合は対象になりません。

団体割引 20％適用済／過去の損害率による割増引適用

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

平成31年度

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉
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内
閣
府
や
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
が
呼
び
か
け
る
「
老
人
の
日
・
老
人

週
間
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
15
～
21
日
）が
、

今
年
も
全
国
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
、

誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
、
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
健

康
長
寿
社
会
を
築
く
こ
と
が
よ
り
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
社
会
対
策
基

本
法
に
基
づ
き
、
昨
年
２
月
に
策
定
さ

れ
た
高
齢
社
会
対
策
大
綱
で
も
、
全
て

の
年
代
の
人
々
が
意
欲
や
能
力
を
生
か

し
て
活
躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
を

目
指
す
こ
と
な
ど
を
基
本
に
施
策
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
地
で
は
、
増
加
す
る
認
知

症
高
齢
者
の
支
援
や
介
護
予
防
な
ど
、

地
域
で
の
支
え
合
い
や
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
連
携
促
進
に
よ
り
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
子

ど
も
や
障
害
者
な
ど
地
域
の
あ
ら
ゆ
る

住
民
が
役
割
を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が

ら
、
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共

に
つ
く
り
高
め
合
う
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
促
進
、
高
齢
者
の
人

権
尊
重
―
な
ど
６
つ
の
目

標
を
掲
げ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
築
こ
う

　
安
心
と
活
力
あ
る
健
康
長
寿
社
会

15
日
か
ら
「
老
人
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

農
中
信
託
銀
行
は
、
公
益
信
託
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
新
潟
県
信
連
創
立
50
周
年
記
念
・
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
支
援
基
金
の
助
成
先
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
対
す
る
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
主
な
担
い
手
で
あ
る
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
支
援
・
育
成
す
る
活
動
に
対
し

助
成
を
行
う
も
の
で
、
社
会
福
祉
法
人
、
公

益
法
人
と
３
年
以
上
活
動
し
概
ね
10
人
以

上
で
構
成
し
営
利
を
目
的
と
し
な
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
対
象
は
、
①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

活
動
お
よ
び
当
該
活
動
を
支
援
す
る
設
備

の
整
備
等　
②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
質

向
上
の
た
め
の
各
種
事
業
の
開
催
等
③
そ

の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事

業
で
す
。

　
金
額
は
、
対
象
費
用
全
体
の
70
％
以
内

で
、原
則
と
し
て
①
に
つ
い
て
は
75
万
円
、

②
に
つ
い
て
は
、
１
件
当
た
り
25
万
円
が

限
度
額
と
な
り
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
所
定
の
助
成
金
交
付
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
11
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
、
〒
１
０
１
―
０
０
４
７　

東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
１
―
１
―
12　

農
中
信
託
銀
行
営
業
推
進
部
「
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
新
潟
県
信
連
創
立
50
周
年
記
念
・
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
支
援
基
金
」
係
ま
で
郵
送
く

だ
さ
い
。問
い
合
わ
せ
は
同
営
業
推
進
部
、

電
話
０
３
（
５
２
８
１
）
１
４
２
０
へ
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nochutb.co.jp/

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
支
援
基
金
募
集
の
お
知
ら
せ

寄　付
寄付ありがとう
ございました（敬称略）

日付 寄付者 寄付額

平成31年
４月22日

大光銀行
たいこう寄付型
私募債
「希望のかけ橋」
（児童養護施設）

100,000円

令和元年
７月16日

大光銀行
たいこう寄付型
私募債
「希望のかけ橋」
（子ども食堂）

30,000円

令和元年
７月16日

大光銀行
たいこう寄付型
私募債
「希望のかけ橋」
（障害児施設）

30,000円

令和元年
７月23日

日軽新潟
株式会社 11,558円
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赤い羽根 情 報赤い羽根
「
新
テ
ー
マ
型
募
金
」助
成
事
業
の

募
集
開
始
の
お
知
ら
せ

　
「
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金
」

助
成
事
業
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
募

集
期
間
は
９
月
10
日
か
ら
10
月
９
日
ま

で
で
す
。

　
こ
の
募
金
は
、
助
成
団
体
が
各
団
体

の
活
動
内
容
（
テ
ー
マ
）
を
掲
げ
て
積

極
的
に
募
金
運
動
に
も
関
わ
る
こ
と
な

ど
を
通
じ
て
、
共
感
と
納
得
に
基
づ
く

寄
付
を
募
る
新
た
な
募
金
手
法
で
、
１

月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
募
金
活
動

を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
13
団
体
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー

が
あ
り
、
募
金
目
標
額
１
５
０
０
万
円

に
対
し
て
約
１
０
１
２
万
円
の
募
金
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
目
標
額
を
１
５
０
０
万
円

以
上
、
参
加
団
体
数
を
20
団
体
以
上
に

拡
大
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
募
集
要
項
、
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
、
昨
年
度
の
募
金
実
績
等
に
つ

い
て
は
「
新
潟
県
共
同
募
金
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇

　
昨
年
度
「
新
テ
ー
マ
型
募
金
」
に
参

加
し
た
「
自
立
援
助
ホ
ー
ム
た
い
む
」

の
活
動
内
容
等
を
紹
介
し
ま
す
。

「
自
立
援
助
ホ
ー
ム
た
い
む
」と
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Az�
た
い
む
ホ
ー
ム
長 

町
屋
　
瑠
美
子

　
私
た
ち
の
活
動
は
、
児
童
相
談
所
の

一
時
保
護
所
や
家
庭
裁
判
所
な
ど
か
ら

辿
り
着
く
15
歳
か
ら
20
歳
の
青
少
年
が

暮
ら
す
「
普
通
の
家
」
の
運
営
で
す
。

担
当
者
が
24
時
間
交
代
で
常
駐
し
、
生

活
支
援
や
就
労
支
援
を
し
ま
す
。
定
員

は
６
名
。
10
年
目
の
今
も
新
潟
県
内
で

唯
一
の
自
立
援
助
ホ
ー
ム
で
す
。
こ

れ
ま
で
に
巣
立
っ
た
青
少
年
は
19
名
。

ホ
ー
ム
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
自
立
し
て
か

ら
も
食
事
や
相
談
に
来
た
り
し
て
、
実

家
の
よ
う
な
利
用
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
活
動
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
た
め
の
マ
ン
パ

ワ
ー
や
資
金
が
必
要
で
す
。
現
在
、
設

立
時
か
ら
使
用
し
て
き
た
老
朽
家
屋
を

何
と
か
建
て
替
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
が
安
心
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
誰
に
で
も
疲
れ
果
て
た
と
き
に
、
気

兼
ね
な
く
休
息
で
き
る
居
場
所
や
困
り

ご
と
を
相
談
で
き
る
相
手
が
必
要
で

す
。
こ
の
度
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
御
厚
意
は
、
青
少
年
が
孤

立
す
る
こ
と

な
く
、
社
会

で
前
向
き
に

生
き
抜
い
て

い
く
た
め
に

必
要
な
支
援

に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　母子及び父子並びに寡婦福祉法施行55周年を記念して「第69回新潟県
民福祉大会」（県、県社会福祉協議会、県共同募金会、南魚沼市、南魚
沼市社会福祉協議会主催）を開催します。大会初日には各テーマで研究
集会、２日目には、社会福祉功労者を表彰する式典と、フィットネスイ
ンストラクターの西本真寿美氏を講師に迎え、記念講演を行います。

【10月29日（火）】　研究集会（時間：午後１時00分～４時00分）　会場：南魚沼市民会館
◆第１研究集会　「高齢期における健康で明るい日常生活のために～介護予防とフレイルの関係について～」
◆第２研究集会　「誰もが孤立することなく、安心して暮らせる地域共生社会の実現をめざして

～様々な生きづらさを抱える人々への支援と関係者の繋がり方について考える～」

【10月30日（水）】　式典・記念講演（時間：午前９時20分～正午）　会場：南魚沼市民会館
◆式　　典　社会福祉功労者に対し県知事表彰、県社会福祉協議会長表彰、県共同募金会長表彰を行います。
◆記念講演　�フィットネスインストラクターの西本真寿美氏に「いつでも・どこでも手軽にできる身体づ

くり」と題して講演いただきます。

【問い合わせ先】　新潟県社会福祉協議会　総務管理課（電話：025-281-5520　FAX：025-281-5528）
※�開催要綱、申込書等は、新潟県社会福祉協議会ホームページに掲載しています。参加を希望される方は
各市町村社会福祉協議会へお申し込みください。（http://www.fukushiniigata.or.jp/）

第69回新潟県民福祉大会　10月29日、30日に南魚沼市で開催

昨年の新潟県民福祉大会・記念式典

ホームの様子
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新
発
田
中
央
高
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
は
、
昭
和
54

（
１
９
７
９
）
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
同
好
会
と
し
て
設
立
、
昭

和
56
（
１
９
８
１
）
年
に
部
に

昇
格
し
ま
し
た
。
同
年
は
『
国

際
障
害
者
年
』
で
、
本
校
で
は

生
徒
会
が
中
心
と
な
り
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

催
。
以
後
、
学
校
主
催
で
毎
年

続
け
て
お
り
、
収
益
金
を
新
発

田
市
な
ど
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
内
容
は
、
吹
奏
楽
部

の
演
奏
、
被
服
部
と
華
道
部
の

製
作
品
の
販
売
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
部
は
そ
の
年
に
よ
っ
て
実
施

す
る
内
容
は
違
い
ま
す
が
、
昨

年
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の

募
金
活
動
を
し
ま
し
た
。
今
年

も
災
害
を
受
け
た
地
域
の
復
興

に
役
立
つ
支
援
を
す
る
予
定
で

す
。

　
今
年
は
７
人
の
新
入
部
員
を

迎
え
、
５
月
に
県
高
文
連
主
催

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
に
参

加
し
ま
し
た
。『
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
入
門
』
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
事
例
」「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
い
て
気

を
つ
け
る
こ
と
」
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
、『
視
覚
障
害
者

へ
の
ヘ
ル
プ
ガ
イ
ド
法
』『
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』

で
は
さ
り
げ
な
く
自
然
に
手
助

け
す
る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
基
礎
を
学
ん
だ
あ
と
、
新

発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
新

発
田
市
児
童
セ
ン
タ
ー
の
募
集

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

の
方
は
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
企
画

に
生
徒
の
意
見
も
聞
い
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
直
接
生
徒
に
イ
ベ

ン
ト
の
案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
と
、
顔
が
見
え
る
つ
な
が

り
を
し
て
い
て
生
徒
も
参
加
し

や
す
く
、
夏
休
み
に
「
子
育
て

支
援
」イ
ベ
ン
ト
や「
街
頭
募
金
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
先

日
は
児
童
セ
ン
タ
ー
の
「
流
し

そ
う
め
ん
」
イ
ベ
ン
ト
に
補
助

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。初
め
て
実
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
経
験
す
る
生
徒
も
い

ま
し
た
が
、
職
員
の
方
々
が
丁

寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
子
ど

も
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
、

生
徒
た
ち
も
楽
し
く
、
充
実
し

た
活
動
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
講

習
や
活
動
に
参
加
す
る
中
で
、

相
手
へ
の
接
し
方
や
心
構
え
な

ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
中
は
気
を
引
き

締
め
て
、
責
任
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
し
て
多
く
の
方
々
か
ら
学

び
、
社
会
に
通
用
し
、
地
域
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
人
に
な
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
顧
問

長
谷
川
　
千
恵

＝
次
回
は
10
月
号
に
掲
載
＝

に
い
が
た
☆
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

笑
共に
顔

Vol.11

【部の紹介】
　部員は現在８人。本校主催
のチャリティー・キャンペー
ンのほか、市の社会福祉協議
会や児童センターが募集する
ボランティアに参加。ほかに
献血ボランティア、３Ｒキャ
ンペーンに参加予定。

講
習
や
活
動
通
じ
、
接
し
方
や
心
構
え
学
ぶ

新
発
田
中
央
高
等
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

講習会でのグループワーク

チャリティー・キャンペーンで募金活動
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旧
暦
８
月
15
日
の
月
は
「
十
五
夜
様
」
と
呼

ば
れ
、
餅
や
団
子
を
作
っ
て
、
芋
な
ど
を
供
え

ま
し
た
。
秋
、
丸
々
と
し
た
満
月
は
実
り
の
象

徴
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ス
ス
キ
は

実
っ
た
稲
穂
に
見
立
て
て
飾
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
「
十
五
夜
盗
人
」
と
い
っ
て
、
昭
和
の
初
め

こ
ろ
ま
で
、
軒
先
に
飾
ら
れ
た
月
見
団
子
を
子

ど
も
た
ち
が
盗
ん
で
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
若

者
た
ち
が
人
の
畑
の
茄な

子す

や
豆
を
盗
ん
で
食
べ

る
こ
と
も
黙
認
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
十
五

夜
様
が
与
え
て
く
れ
た
実
り
を
、
こ
の
夜
だ
け

は
皆
で
い
た
だ
く
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
旧
暦
を
新
暦
に
直
し
、
さ
ら
に
望

月
の
日
で
あ
る
今
年
の
中
秋
の
名
月
は
９
月
13

日
で
す
。

　
後
の
月
見
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
旧

暦
９
月
13
日
は
「
十
三
夜
・
芋
名
月
」
と
呼
ば

れ
、
里
芋
を
供
え
た
り
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。

今
年
は
10
月
11
日
が
十
三
夜
で
す
。
新
月
の
お

月
様
が
十
五
夜
と
な
り
、
た
っ
ぷ
り
実
が
育
っ

た
野
菜
に
な
ぞ
ら
え
て
収
穫
を
感
謝
す
る
月

見
。
ま
さ
に
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
行
事
で

す
ね
。
月
夜
に
は
狸た

ぬ
き

が
腹
鼓
を
打
っ
て
楽
し
む

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
狸
も
収
穫
を
喜
ん

で
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
日
本
で
は
月
の
兎う

さ
ぎ

が
餅
つ
き
を
し
て
い
る
絵

を
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
も
収
穫
の
祝
い

の
よ
う
な
感
じ
で
す
ね
。
中
国
で
は
月
の
兎
は

手て

杵ぎ
ね

で
不
老
不
死
の
薬
を
作
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　
太
陽
が
沈
み
、
暗
い
夜
を
照
ら
す
月
。
満
ち

欠
け
で
月
日
を
教
え
て
く
れ
る
月
。
そ
の
神
秘

的
な
光
を
、
今
年
も
ゆ
っ
く
り
と
拝
み
ま
し
ょ

う
か
。

　
　
文
・
絵　
高
橋　
郁
丸

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

月
　
見
　
十
五
夜
様
か
ら
い
た
だ
い
た
実
り
に
感
謝

の

新
潟

信
仰

新潟ユニゾンプラザ 情  報
貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など
用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　�ユニゾンプラザホームページよりお申し込みくだ
さい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介
【和室】

［定員］　24～ 40名
［広さ］　81～ 102㎡

　会議・セミナー・教
室など幅広い用途にお
使いいただけます。
　跳ね上げ式テーブル
により、配置換えの移
動も容易にできます。

［広さ］　20畳
（座卓 6卓、座椅子 24本）

　地域の集会やサークルの集
いの場、茶道・華道のお稽古、
趣味などに広くご活用いただ
けます。

【小研修室１～ 4】
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ご
意
見
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い

新
潟
県
の
平
成
30
年
度
の
自
殺
者
数
は

４
３
４
人
で
、
自
殺
死
亡
率
は
全
国
水
準

を
常
に
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
自
殺
防
止
の
相
談
所
、
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
る
人
の
「
駆
け
込
み
寺
」
と
も
言

え
る
「
自
殺
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
風
」
に

参
加
し
て
10
年
に
な
り
ま
す
。
併
せ
て
、

「
友
引
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
も
立
ち
上
げ
、

幅
広
い
心
の
悩
み
の
相
談
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
檀
徒
の
自
殺
で
し
た
。

「
命
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
た
が
、
伝
わ

ら
な
か
っ
た
。自
分
へ
の
怒
り
が
あ
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

自
責
の
念
と
同
時
に
、
自
殺
防
止
に
取

り
組
む
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
時
、
知
り

合
い
だ
っ
た
「
風
」
の
篠
原
鋭
一
理
事
長

か
ら
話
が
あ
り
、
２
０
０
９
年
に
相
談
所

を
設
け
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。「
風
」

は
千
葉
県
成
田
市
・
長
寿
院
の
篠
原
住
職

が
中
心
と
な
り
、
宗
派
を
超
え
て
立
ち
上

げ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
す
。
県
内

で
は
、４
つ
の
寺
院
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
寺
を
訪
れ
る
人
、
電
話
を
か
け
て
く
る

人
の
声
に
、「
余
計
な
こ
と
は
聞
か
ず
」

耳
を
傾
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
寄
り
添
っ

て
き
ま
し
た
。
相
談
者
の
多
く
は
県
外
や

村
上
地
域
外
の
人
だ
そ
う
で
す
。
身
近
な

所
に
は
相
談
し
づ
ら
い
の
が
実
情
の
よ
う

で
す
。「
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
」

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　
「
大
変
な
こ
と
は
あ
る
が
、
仏
の
教
え

に
基
づ
い
て
、
命
の
大
切
さ
を
終
生
説
い

て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

　
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
は
、
近
隣
の
寺

院
に
呼
び
か
け
、「
友
引
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
村
上
市
内
を
中
心

に
８
つ
の
寺
院
が
、「
友
引
」
の
日
に
寺

を
開
放
し
、相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。「
友

引
」
の
日
は
、
比
較
的
葬
儀
が
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
日
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
寺
の
開
放
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
寺
に

来
る
こ
と
が
、
自
殺
防
止
に
役
立
っ
て
ほ

し
い
と
の
思
い
で
す
。
長
年
続
く
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
会
は
、
毎
月
１
回
開
か
れ
、
毎
回

20
～
30
人
の
楽
し
く
元
気
な
歌
声
が
本
堂

に
響
き
ま
す
。
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
ワ
ン
コ
イ
ン

で
歌
い
放
題
」
が
売
り
だ
と
か
。
こ
こ
に

集
う
お
年
寄
り
ら
に
手
伝
い
を
頼
み
、
一

昨
年
か
ら
同
じ
休
日
の
昼
に
「
こ
ど
も
食

堂
」
も
始
め
ま
し
た
。

　
30
歳
を
過
ぎ
、
天
職
と
言
え
る
実
家
の

寺
を
継
ぎ
ま
し
た
。
保
護
司
や
地
域
福
祉

活
動
に
忙
し
い
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

悩みに寄り添う、自殺防止の駆け込み寺

福 祉 の 現 場
No.39

―�福祉の現場で働く人たちに、�
仕事の魅力と懸ける思いを聞きました―

特定非営利活動法人
自殺防止ネットワーク風
村上市・曹洞宗東岸寺住職

野
の

田
だ

尚
しょう

道
どう
さん

◆活動
　�保護司　村上市自殺対策検討委員会　
委員長　ハンセン病市民学会会員
◆所属団体情報
　�特定非営利活動法人
　自殺防止ネットワーク風
　理事長　篠原　鋭一
　本部相談所（千葉県成田市）
　0476-96-3908
　ホームページ
　http://www.soudannet-kaze.jp/

●東岸寺　野田尚道さん
　村上市荒島 1055
　電話　0254-62-4367

●弥光寺　林道夫さん
　佐渡市宿根木 468
　電話　0259-86-3118

●慈眼寺　船岡芳英さん
　小千谷市平成 2-3-35
　電話　0258-82-2495

●布施庵　児玉浄信さん
　新発田市下石川 639
　電話　0254-29-3666

●東岸寺　村上市荒島
　電話　0254-62-4367
●妙童寺　村上市布部
　電話　080-2062-6302
●光浄寺　村上市有明
　電話　0254-66-6476
●大儀寺　村上市下新保
　電話　0254-72-1638

●耕雲寺　村上市門前
　電話　0254-53-0294
●蓮華寺　新発田市荒町
　電話　0254-22-6937
●関泉寺　村上市関口
　電話　0254-73-0764
●徳蔵寺　村上市黒田
　電話　090-6454-2032

自殺防止ネットワーク風〈県内相談所〉 友引ほっとライン


